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注意事項 

・設営の際は重いものを運びます。怪我には十分注意してください。 

・けが防止のため、室内履きを持参し、靴を履いて作業を行うことが望まれます。 

・基本的に次の日は大会だと思うので、早く準備して早く帰りましょう！ 

 長水路→短水路は目標 2 時間以内です！！ 

 

大まかな流れ 

１．長水路用レーンロープ撤去 （同時に可動床上昇） 

２．桟橋・ターンボード・センターライン・飛び込み台 等の準備 

ターンボード・飛び込み台設置 

3.(可動床が上がりきったら) 桟橋・センターラインの設置 

短水路用レーンロープのスタンバイ 

4.(可動床 0.3m まで下がったら) レーンロープ設置・センターライン修正 

5.(可動床 1m まで下がったら) タッチ板設置・タッチ板テスト 

6.タッチ板撤去 

※計時装置関係配線は２～４で他を手伝いつつ行う 
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会場図（略図） 

※スタートサイドの位置で配線関係などが逆になるため注意 

 

スタートサイドがサブスタンド（更衣室の出口）側の場合 

 

 

スタートサイドがメインスタンド（大会議室など）側の場合 
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長水路レーンロープの撤去・短水路用設備類の準備 

レーンロープ巻き取り機で 9 本とも巻き取り、ダイビングプール周辺に置いておく（ 

※サブスタンド側に置く場合は、避難経路をふさがないように通路を空けて置く 

※レーンロープを床や壁にぶつけないように、たるみの無いように注意して巻く 

 

同時に、短水路で運用する際に必要になるものを倉庫から運び出す。 

サブスタンド側の倉庫から桟橋（骨組・足場・柵）、ターンボード（飛び込み台を設置するた

めの土台）、センターライン、飛び込み台をもってきて、プールサイドに並べる。 

 

※スタート台は片側にしか設置しないことが多いので、ターンサイドは基本設置不要。（「S」

と書かれた台のみ準備する） 

 

桟橋はプールの中央部分、ターンボードは各使用レーン前に並べておくと次にスムーズに

つながる。 

 

桟橋の骨組み このほかにクロスバーも必要。 
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桟橋の足場 

 

 

桟橋の柵 大小 2 種類あり、大きいものは 5m フラッグを取り付けるために使う。 
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ターンボード  この部分にどのレーンのものか書いてあるので、それをもとに使用する場

所の前まで運ぶ。メインスタンド側のものは台車を用いるとよい。 
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ターンボード・飛び込み台の設置 

・ターンボードの設置 

はじめにターンボードを設置するが、その前に、それを固定するためのねじ穴を確保する。 

普段はつまずき防止のためにダミーが埋め込まれている。初めにそれを撤去し、バケツに

まとめておく。 

 

このようにダミーねじが埋まっているため、素手（力業！）または六角レンチを使って撤去

する。競技面のみの撤去で OK 

 

ねじ穴を確保したらターンボードの位置決め・固定を行う。 

まずターンボードを正しい位置に置き、8 台すべてが正しい位置に置けているか確認する。 

※確認前に固定しない！！！！合わなくなってはまらなくなります！！！ 

 

正しい位置に置いて、ずれがないか確認する。 
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位置決めが完了したら各台を固定する。1台につき6か所ねじで固定する。 

※最初からついているねじ（地面まで行っていないねじ）は緩めないこと！（緩めると台が

グニャグニャになってしまう） 

ねじを 締める→締める方向に向かって時計回り 緩める→反時計回り 

 

この部分にねじを入れて固定する。赤矢印のねじは触らない 

・スタート台の設置 

ターンボードを固定したら、スタート台を取り付ける。 

スタートサイドの場所に合わせて、レーン順が入れ替わるため、注意して設営する。 

※間違った場所に飛び込み台を取り付けてしまったら、レーン番号のマグネットを剥がし

て正しいレーンに貼る（わざわざ飛び込み台を置きなおす必要なし） 

 

スタートサイド用のものには「S」、ターンサイド用のものには「T」と書いてあるので、「S」

を取り付ける。 

 

（倉庫にこのようにおいてある） 

緩
め
な
い
！ 
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上の画像左部分におおよその位置を合わせておく。 

置いた後、画像右のような十字と飛び込み台の切り欠きを合わせて、前後左右を合わせ

る。 

※ターンボードにも同様の切り欠きがあるので、それに合わせる 

（あっていなかったら面倒だがねじを緩めて位置を合わせなおす） 

位置を合わせたらボルトで固定する 

 

 

  

プールサイドの切り欠き 

飛び込み台の切り欠き 
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桟橋・センターラインの設置 

水深が 0m になり、プール内に立ち入れるようになったら水底に設置するものを設置す

る。この作業に時間がかかると後にも影響が出て時間がかかってしまうため、なるべく早

く行う。 

※ターンボードや飛び込み台の取り付けはいつでも行えるので、終わっていなくてもこち

らを優先して行う。 

 

・桟橋の設置 

桟橋は、中央からやや電光寄りに設営する。（可動床の切れ目の電光側）可動床の切れ目

には絶対にかからないように設営する。 

※すべて設営ではなく、両端 5m のみ設置する場合には両側 5m 部分のみ設営する。 

 

はじめに骨組みを仮置きする。 

 

一番端は下げたときにプールサイドに干渉しない位置にする。その後は約 1.7～1.8m(床

の切れ目が約 0.5m 幅)ごとに設置していく。 

曲がると後々歪みではめるのが難しくなるので、時々曲がっていないか確認しながら立て

ていく。 
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その後、クロスバーを互い違いに入れていく 

クロスバーが全く届かないときは最初の設置位置が悪いので修正する。 

 

クロスバーは手前、奥、手前、…と交互に入れる。 

 

次に足場をはめ込む。 

 

 

最後に柵を差し込む。 

柵は歪みで入らないことも多いが、力業で何とかする（上の人と下の人で協力する。怪我

に注意！！！！） 

大きい柵は 5m 部分に差込み、フラッグを固定する。 

 

可動床の切れ目に被らな

いように 
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上の人と下の人で協力して差し込む。 

 

予め近くにこのように柵を置いておくとスムーズ（足場やクロスバーも同様） 

 

 

5m 部分はこのようにフラッグを固定する。 
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・センターラインの設置 

まず、ターンボードを参考に、壁から 2m の位置(壁から 4 つ目の切れ目)に「T 字」のライ

ンを設置する。その後それに合わせて「I 字」のラインを設置する。 

 

ターンボードのセンターラインを参考に、2m の位置に設置。 

 

各ラインには下のように固定具を入れる部分があるので、これをプール底の切れ目に合う

ように置き、留め具で固定する。 

 

固定する部分。プール底の切れ目に合わせる。 
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留め具。切れ目に沿って差し込んだ後、90度回転させて固定する。 

※回転させないと沈めたときに浮きます！（浮いてしまったらレーンロープを入れるとき

に修正） 

 

 

 

 

 

 

桟橋・センターラインの設置が終了、もしくは手持ち無沙汰になったら短水路用レーンロー

プとタッチ板を準備する。 

レーンロープはどちら側から入れるかをきめて、必ず一方向から入れること。 

 

水深が 0.3m まで下がり、入れるようになったら即座にレーンロープを入れる。 

また、浮いてしまったり横にずれたセンターラインを修正する。 
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タッチ板の設営＋イス、かご等の準備・招集所の設営 

注意事項 

台車が計時装置の配線を踏まないように注意！！ 

タッチ板が極力曲がらないように運ぶ 

タッチ板を飛び込み台にこすりつけないように注意する 

 

短水路の時にはタッチ板を取り付けるのに木の補助を入れる。テスト時は使用しなくてよ

いが、本番ですぐに使えるように重ねて置いておく。 

 

脱衣かご、イス（選手用・役員用）、グリップをかけるポール、役員用のステップ、スターター

台を倉庫から運んできて、きれいに置く 

※イス等はタッチ板をしまう台の邪魔にならないように壁際に置く 

その後招集所の設営を行う 
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タッチ板のテストが終わって片付けるときは、翌朝すぐにタッチ板を入れられるように 

このように置いておく 

 

 

 

スタートサイド側のプールサイドにベンチを 5 台ほど設置する。 

大会規模やレイアウトに応じて柔軟に設置する。 
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計時装置の設営 

※詳細は藤岡先生作成操作と設営マニュアル参照 

まずは使うもの一式をプールサイドに運び出す。 

ありかは AS 準備室 

 

PT8000×２ 

PT バッテリー×２ 

スピーカー×１ 

レーンボックス×３セット 

スピーカー接続ケーブル×１セット  

ピストルセット×１ 

ケーブル類 たくさん 

※詳細は草刈さんに確認する（足りなかったら都度取りに来ればよい） 

 

ターンサイド用レーンボックス１セットはターンサイドで使用。その他はスタートサイドで使

用するので使用する場所の近くまで運ぶ。 

 

スピーカーはプールサイド角にスタート台に向けて設置（防水カバーも忘れない！） 

PT は机をもってきて設置。 
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① PT と壁のケーブルの接続 

PT の信号を記録室 PC に送り、ピストルの出発信号を受けられるようにケーブルで

接続する。 

 

1. PT のメイン・サブを確認 

バッテリーと PT を接続する 

電源（バッテリ接続部分の下）を上げる。 

左下の MASTER/START を上にあげて、印字がいっぱいの方がメイン。 

2. メイン PT と各種ケーブルを接続 

スコアボードと壁の PT-6000（④、５ピン）、ターンサイドと壁のターンサイド（⑥

円形）を接続。 

3. メイン PT とサブ PT の接続 

メイン PT とサブ PT のシンクロ部分を接続する（おそらく PT に入っている短い

ケーブル） 

 

 

バッテリー接続 
スコアボード 

ターンサイド スタートサイド 

シンクロ 
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② スピーカーと各種ケーブルの接続 

※つなぎ間違い・逆送り防止のため基本的にスピーカーを起点にし、スピーカーから

繋ぎ始める 

 

 

 

 

 

 

ピストル装置へ 

飛び込み台へ 

（スピーカーケーブル） 

レーンボックス 

「S」へ 

スピーカーへ 
ピストルへ ピストル装置へ 

ダイビングプール側の飛び

込み台／スピーカーから 

電光側の飛び込み台へ 

※スタートサイドの位置によりは左右入れ替わるので注意！！！ 

（このミスを防止するためスピーカー起点に始める） 
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③ 全自動審判装置用レーンボックスの設置 

飛び込み台が設置され始めたら設置を開始する 

※ケーブルがスタート台収納台・タッチ板収納台に踏まれないように注意する 

※メインボックスとサブボックスを同時に設営すると混同するので必ず分けて設営す

ること！！！ 

No.1 または２のレーンボックスを開けて設置する。 

・レーンボックスを各レーンの前に置く。その際、ケーブルがダイビングプール側（PT側）

を向くように置く。 

※対応する番号がない場合、「M」と書かれたレーンボックスを確認し、ダイヤルがどの

数字に合っているか確認する。それがない番号のものだったら、それを使用する。 

・ケーブルをダイビングプール側のレーンのボックスにつなぐ（8レーンのケーブルを7

レーンに、・・・） 

・最もダイビングプール側のレーンのケーブルは「S」へ、S のケーブルは延長ケーブル

を使って PT のスタートサイド(ターンサイドのケーブルはターンサイド)へつなぐ 

・タッチ板のケーブルを「T/P」へ、飛び込み台のケーブルを「R/S」へつなぐ 

※ターンサイドのレーンボックスには「R/S」への接続は不要 

 

 

電光側の 

レーンボックスから 

ダイビング側の 

レーンボックスへ 

タッチ板 飛び込み台 

メインレーンボックスは接続後、

飛び込み台上に置く 
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④ 半自動（グリップ）装置用レーンボックスの設置 

No.３または４のレーンボックスを開けて設置する。 

詳細は③と同じ。 

グリップから延びるケーブルを「T/P」へ接続（R/S は何もつながない） 

サブレーンボックスはスタート台の下に置く 

 

⑤ タッチ板テスト終了後 

テスト終了後はメインレーンボックスの T/P からタッチ板に延びるケーブルのみ外す 

（他は外さない！！） 

サブレーンボックスをスタート台の中にしまい、メインボックスをサブが置いてあった

ところに置く。 

サブレーンボックスは 

タッチ板テストまではここへ 

テスト後はメインボックスを 

ここにおいておく 

テスト後、 

サブレーンボックスは 

この中にしまう 


